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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

建築学会（AIJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正

すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，文部科学大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS A 3301:1993 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。文部科学大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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木造校舎の構造設計標準 

Design standards for wooden construction of school buildings 

 
1 適用範囲 

この規格は，平屋建て及び 2 階建ての木造校舎の構造設計標準について規定する。ただし，軒高さが 9 m

以下かつ最高高さ 13 m 以下で，1 棟当たりの延べ床面積が 2 000 m2 未満のものに限る。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 5308 レディーミクストコンクリート 

JIS A 5508 くぎ 

JIS A 5531 木構造用金物 

JIS B 1125 ドリリングタッピンねじ 

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼 

JIS G 3136 建築構造用圧延鋼材 

合板の日本農林規格 

集成材の日本農林規格 

製材の日本農林規格 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

室（しつ） 

一般教室，特別教室，オープンスペース，多目的ホール，準備室，管理諸室，便所又はその他諸室。 

3.2 

ユニット 

室及び廊下を含む単位平面プラン。 

3.3 

X 方向 

木造校舎の桁行方向。 

3.4 

Y 方向 


